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問項目を作成後、本学 23 名の学生を対象に実施した。その結果、3 因子が抽出され、第 1 因














　我が国の精神保健福祉士養成は 1997 年（平成 9 年）にスタートし、専門学校、大学
においての教育が行われてきた。社団法人日本精神保健福祉士協会が発表した精神保健























　 　尺度の原案の作成に当たっては、本学の精神保健福祉実習指導を担当する 3 名の教





Q 3 ：精神保健福祉士の仕事の内容について、どの程度理解できていますか ?
Q 6 ：実習で配属される以外の精神障害者が利用する他施設や関係機関についてどの程度知っていますか ?
Q 5 ：精神保健福祉士のほかの専門職の働きについて、どの程度知っていますか ?
Q 7 ：精神障害者の家族の状況について、どの程度知っていますか ?
Q 2 ：精神保健福祉士の働く施設や機関の機能や役割について、どの程度理解できていますか ?
Q 4 ：精神保健福祉士が行う具体的な援助技術について、どの程度理解できていますか ?
Q 8 ：地域社会で行われている精神障害者に対する活動をどの程度知っていますか ?



















　 　田園調布学園大学人間福祉学部人間福祉学科の精神保健福祉士を目指す当時 3 年次
生 23 名（男性 15 名、女性 8 名）を対象とした。
2 ．調査期間








　（2 ） 抽出された因子得点の平均値および Kiss -18 の平均値を、t 検定を用いて実習前後
で比較した。











られず、12 項目に対して主因子による因子分析を行った。固有値の変化から 3 因子構造
が妥当であると考えた。そこで 3 因子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分
析を行った。最終因子パターンと因子間相関は表 2 に示す。回転前の 3 因子で 12 項目
の全分散を説明する割合は 75.9％であった。第 1 因子は 8 項目で構成されており、精神
障害や社会資源などの知識を問う内容の項目が高い負荷量を示していたので、「知識」因
子と命名した。第 2 因子は 2 項目で構成されており、「興味・関心」因子と命名した。第




Factor1：知識 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Q 3 ：精神保健福祉士の仕事の内容について、どの程度理解できていますか ? .90 .05 －.02
Q 6 ： 実習で配属される以外の精神障害者が利用する他施設や関係機関についてどの程度知っ
ていますか ?
.84 .08 －.01
Q 5 ：精神保健福祉士のほかの専門職の働きについて、どの程度知っていますか ? .83 .07 －.16
Q 7 ：精神障害者の家族の状況について、どの程度知っていますか ? .83 .16 .15
Q 2：精神保健福祉士の働く施設や機関の機能や役割について、どの程度理解できていますか ? .77 －.15 －.22
Q 4 ：精神保健福祉士が行う具体的な援助技術について、どの程度理解できていますか ? .75 －.27 .19
Q 8 ：地域社会で行われている精神障害者に対する活動をどの程度知っていますか ? .74 .06 .11







Q10：精神保健福祉士という仕事にどのくらい興味がありますか ? .12 .85 －.01
Factor3：不安
Q 9 ：精神障害者の人たちと接することにどの程度不安がありますか ? －.05 .09 1.00
Q12：精神保健福祉の現場（実習）に対してどの程度不安がありますか ? .05 －.17 .58
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 1.00 －.02 －.01
Ⅱ －.02 1.00 －.19











平均値 ＳＤ 平均値 ＳＤ t p
知識 4.47 1.47 5.68 1.47 －2.79 .01＊
不安 5.00 2.30 4.76 1.96 .38 .71
興味・関心 6.37 2.10 7.65 1.47 －2.40 .02＊





 知識 不安 興味・関心
知識 － 0.003 0.013
不安 0.003 － －0.220
興味・関心 0.013 －0.220 －
 p ＜.05　
　　　表 5　実習後の下位尺度の相関
 知識 不安 興味・関心
知識 － －0.191 0.189
不安 －0.191 － －0.522 ＊
興味・関心 0.189 －0.522＊ －
 *p ＜ .05　
4 　社会的スキル尺度（Kiss－18）の分析
　（1）実習前後の比較
　　 　実習前後の差の検討を行うため、kiss -18 についてｔ検定を行った。その結果、実
習前後の得点差は有意ではなかった。（t=0.79，n.s.）男女における事前事後の得点
差の検討を行うために kiss -18 についてｔ検定を行った。その結果、男女の得点差
は実習前後で有意な差は見られなかった。
　（2）項目別の実習前後の比較
　　 　実習前後の Kiss -18 の項目別の得点差の検討を行うため、ｔ検定を行った。その
結果、表 6 に示すように、Q2，Q3，Q4，Q15，Q17 の 5 項目で有意な差がみられた。
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表 6　Kiss -18 項目別実習前後比較 　　ｔ
Q 1 他人と話していて、あまり会話が途切れないほうですか －0.25
Q 2 他人にやってもらいたいことを、うまく指示することができますか －2.10 *
Q 3 他人を助けることを、上手にやれますか －2.08 *
Q 4 相手が怒っているときに、うまくなだめることができますか －2.31 *
Q 5 知らない人とでも、すぐに会話が始められますか 0.72
Q 6 まわりの人たちとのあいだでトラブルが起きても、それを上手に処理できますか 0.65
Q 7 こわさや恐ろしさを感じたときに、それをうまく処理できますか －0.44
Q 8 気まずいことがあった相手と、上手に和解できますか 0.00






Q15 初対面の人に、自己紹介が上手にできますか 2.55 *
Q16 何か失敗したときに、すぐに謝ることができますか 0.46
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